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『鉄骨造の仕口（接合部パネル）と
構造計算プログラム』

－ SuperBuild／SS7 と SS21／3D･DynamicPRO の場合 －

2022.8.26 JSCA東北
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ユニオンシステム株式会社
テクニカルセンター

品川 亙
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社団法人 公共建築協会

初版講習会受講：平成8年12月5日1996年

4.2.4 鉄骨造
3 接合部及び柱脚の設計

（1）柱・梁接合部の仕口形式は、力学的
特性、施工性等を考慮したものとする。

基規準以外の参考文献
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財団法人 日本建築センター

初版講習会受講：平成14年7月25日 2002年

基規準以外の参考文献
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一般財団法人 日本建築センター

初版講習会受講：令和元年11月15日 2019年

基規準以外の参考文献
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一般社団法人 日本建築学会
初版講習会受講：平成26年11月20日 2014年

基規準以外の参考文献
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 接合部パネル応力
Mp＝B・D・t・G・γ

B ： 接合部パネルの幅

D ： 接合部パネルのせい

t ： 接合部パネル材の厚さ
G ： せん断弾性係数
γ ： 接合部パネルのせん断変形角
Mp ：接合部パネルのせん断変形をおこす

等価な曲げモーメント

『SS7』剛性 パネル形状よりMpを算定

参考文献：『SS7』Ver1.1.1.17解説書 計算編より抜粋
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『仕口モデルと剛接合モデルによる『SS7』変位図』

『仕口モデル』は、柱梁交点に□（パネル）を
描画、パネル間を可撓領域として扱います。

『剛接合モデル』、
節点間が可撓領域。
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『仕口パネル』を考慮した固有値解析による
各次周期
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Ｘ,Ｙ 各Ai分布が得られ、Ｘ,Ｙ 設計用せん断力が求まる

略算法によるAi分布と、設計用せん断力
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☆まとめ

・適切なモデル化。

・施工性。

・既製品仕口の有効活用。


